
政
令
第
三
百
五
十
三
号

警
察
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
五
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す

る
。警

察
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
中
第
三
十
四
項
を
第
三
十
五
項
と
し
、
第
二
十
九
項
か
ら
第
三
十
三
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
十
八
項
の

次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

（
岩
手
県
警
察
等
に
関
す
る
特
例
）

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
県
の
県
警
察
の
地
方
警
察
職
員
た
る
警
察
官
の
定
員
の
基
準
は
、
東
日
本
大
震
災
（
平
成
二
十

29
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害
を
い
う
。

）
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
伴
い
当
該
県
の
区
域
に
お
い
て
市
民
生
活
の
安
全
と
平
穏
の
確
保
の
た
め
必
要
な
警
察
の

事
務
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
別
表
第
二
当
該
県
の
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
定
め
る
人
員
に
、
当
該
県

ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
次
の
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
人
員
を
加
え
た
人
員
と
す
る
。



岩
手
県

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

百
三
十
人

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

七
十
人

宮
城
県

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

二
百
七
十
人

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

百
七
十
五
人

福
島
県

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

三
百
五
十
人

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

二
百
九
十
五
人

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



理

由

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
伴
い
、
岩
手
県
、
宮
城
県
及
び
福
島
県
の
区
域
に
お
い
て
市
民
生
活
の
安
全

と
平
穏
の
確
保
の
た
め
必
要
な
警
察
の
事
務
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
岩
手
県
警
察
、
宮
城
県
警
察
及
び
福
島
県
警
察

の
地
方
警
察
職
員
た
る
警
察
官
の
定
員
の
基
準
の
特
例
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


